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小さな子どものための

おさんぽ会

作・あきる野市環境委員会　森のようちえん部会

①日常のことは一時忘れてリ
ラックス。静かな心で出かけま
しょう。
②お散歩中、子どもが「やりたい」
気持ちを大切に、大らかに見守
りましょう。
③子どもの驚き、喜び、わくわ
く…に心を寄り添わせましょ
う。

センス・オブ・ワンダーの
心で楽しむ、おさんぽ

ヒガンバナ
　その名の通り、お彼岸の頃に花を咲か
せるヒガンバナ。花は目立つのに、葉が
どこにも見当たりません。冬、同じ場所
を訪れれば枯草の中で青々と目立つ葉
が見られます。花の終わった茎のそば
に、その小さな芽生えがあるかも……。

ミヤマアカネ
　澄み渡った秋空に、赤とんぼの
姿が目立つようになりました。平
井川でよく見られる赤とんぼの一
つがミヤマアカネです。羽に茶色
の帯があるのが特徴です。



第４６回おさんぽ会（瀬戸岡歴史環境保全地域）

★令和元年９月２９日（日）はれ

参加者：６組１６人

（環境委員会森のようちえん部会、あきる野市環境政策課）

☆参加者の感想（抜粋）

※ 今回は、所有者の方のご厚意で特別に栗拾いをさせていただきました。

子どもの様子は？ ・とても楽しそうでした。（男・１才）

・坂道を登ったり、降りたり、秋の散歩を楽しみました。ムラサキシキブの実を少し採って、

集めていました。（男・１才）

・カマキリや小さいカタツムリ、コオロギ…次々と生き物を見付けて興味津々でした。彼岸

花も「きれいー！」と圧倒されていました。栗も沢山拾って大満足でした。（女・４才）

・バッタやカマキリをたくさん捕まえることができ、とても楽しそうでした。（男・４才）

保護者の方は？ ・彼岸花や秋の景色に、癒やされました。（男・１才）

・子どもが楽しそうで良かった。楽しめた。（男・１才）

・パパが初参加でしたが、すごく楽しんでいました！（女・２才、男・０才）

・子どもと歩くと、普段気付かないことを発見することができ、楽しめました。（男・４才）

雑木林の

お散歩


